
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 考える＝人間の証明 

 ｢ゴミが落ちている｣｢スズメバチがいる｣｢犬の糞がある｣等々・・・。市がなんとかしろ！  

｢子どもがおかしい｣・・・学校が(家庭が)なんとかしろ！ あっちが悪い！ こっちが悪い！ なんと

かしろ！ 

 問題が起きたときの解決をどこかに押しつける時、人間は考えることを必要としない。経

済成長がどんどん進んだ時代は、税金を払っていれば行政(国・道・市町村)が解決してき

た。そのため人員を増やし、経費を投入して、さらに借金をして。家財が壊れても、衣類が

破れても廃棄して、買い換えてきた。その結果が身近で起きても、衣類が破れても廃棄し 

 て、買い換えてきた。その結果が身近で起きる課題を隣近所で話し合い、 一緒に｢考

えて解決していく｣という、一番大切な行為が失われていった。 

     人間が他の動物と違うのは、｢考える｣からだと言った人がいる。あらゆる場面で困難

な時代を迎えている今こそ必要なことと思う。ＮＨＫの｢ご近所の底力｣では、全国で一

 緒に考え、物事を解決しているすばらしい事例がたくさん紹介されている。 

 住民の力を信じたいし、頼りにしたい。 

神田  隆(事務局長) 

 支援センターラビカ‘あ，の活動にご協

力いただいたみなさんです。 

 

 

 

 

本当にありがとございました。

 

池坊若葉会さん、木原 忍さん 

＊ここ最近のボランティア状況について

のお知らせでした。ご芳名もれの方がおり

ましたら、お許しいただきたく思います。

 

 

 

不都合はありませんでしたか？ 
１１月、１２月の土曜・日曜で、公民館

の利用者がいないとき３回ほど臨時に休館し
ました。 
 公民館の利用は、これまで通り希望があ
ればいつでも使えますので、よろしくお願
いいたします。 
 

 

 

 ◆と き ２月２６日(土)午後６時３０分～
 ◆ところ 赤平市公民館 喫茶ラビカ 
 ◆会 費 無料 
 ＊喫茶ラビカで、飲み物はご注文いただ

けます。 
 ＊毎月最終土曜午後６時３０分から開催。 
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